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国⽴感染症研究所 感染症疫学センター
多屋 馨⼦（たやけいこ）

ktaya@niid.go.jp

平成29年度⼤阪府感染症対策審議会 ⿇しん及び⾵しん対策部会
⽇時︓平成30年1⽉25⽇(⽊) 15:00〜16:30
場所︓エル・おおさか（⼤阪府⽴労働センター）南館 ４階 会議室B

（⼤阪市中央区北浜東3-14）

国の⾵疹排除に向けた取組

1

⾵疹3つの主な症状︓
– 発熱
– 淡紅⾊紅斑
– ⽿後部、後頭部、頚部リンパ節腫脹
– ３症状がそろわないことがよくある。
– ⼤⼈がかかると関節痛・関節炎を認めることが多い（2013

年の流⾏では、報告患者の約20％に関節痛・関節炎）
– ⾵疹ウイルスに感染しても症状が出ないことが15〜30%

（〜50%）程度ある（不顕性感染）。

⾵疹による発疹
国⽴国際医療研究センター忽那先⽣提供

⾵疹による発疹・⽿介後部のリンパ節腫脹
川崎市健康安全研究所岡部信彦先⽣提供

2

⾵疹ウイルスと感染

•潜伏期間︓2〜3週間
•感染経路︓⾶沫感染・

接触感染
•ウイルスの排泄期間︓
発疹出現前1週間と
後1週間

⾵疹ウイルスの電⼦顕微鏡写真（加藤茂孝博⼠）

3

妊娠2か⽉︓35％
妊娠3か⽉︓18％
妊娠4か⽉︓ 8％
(加藤茂孝先⽣︓感染症の話より）

4
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⽇本⼩児感染症学会編︓ ⽇常診療に役⽴つ⼩児感染症マニュアル2007 より

感染した妊娠週数
が早いほど、複数の
症状が有りになっています。
妊娠週数が早くても、
異常なしの場合もあります。
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Maldonado YA. (2012) : Rubella virus. In: Principles and Practice of Pediatric Infectious Diseases (4th ed.): Long SS, 
Pickering LK, Prober CG (Eds). Elsevier, Churchill Livingstone. より引用翻訳

もう⼀つ⼤切なこととして・・・⾵疹が流⾏すると、
まだ⾒ぬ命が失われていることを忘れてはなりません

7

⾵しんに関する特定感染症予防指針
（平成⼆⼗六年三⽉⼆⼗⼋⽇）

（厚⽣労働省告⽰第百⼆⼗⼆号）
（平成⼆⼗九年⼗⼆⽉⼆⼗⼀⽇ ⼀部改正）

（平成三⼗年⼀⽉⼀⽇ 適⽤）

第⼀ ⽬標
•早期に先天性⾵しん症候群の発⽣をなくすとともに

、平成三⼗⼆年度（2020年度）までに⾵しんの
排除を達成することを⽬標とする。なお、本指針にお
ける⾵しんの排除の定義は、⿇しんの排除の定義に
準じて、「適切なサーベイランス制度の下、⼟着株に
よる感染が⼀年以上確認されないこと」とする。
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⾵しんに関する特定感染症予防指針⼀部改正
2018年1⽉1⽇適⽤

•⾵疹と診断したら⽒名、⽣年⽉⽇、住所、
職業等を含めて、保健所に直ちに届出︕
•1例発⽣したらすぐ積極的疫学調査︕
•原則として、全例の検査診断︕（地⽅衛⽣

研究所でPCR法等による⾵疹ウイルス遺伝
⼦の検出と遺伝⼦型検査）

9

⾵しん発⽣届の改訂
10

⾵疹に関するガイドライン
1. 医師による⾵しん・先天性⾵しん症候群届出ガイドライ

ン（第1版）（2015年3⽉27⽇）
2. 都道府県における⿇しん⾵しん対策ガイドライン（

2016年6⽉3⽇）
3. ⾵しん発⽣時対応ガイドライン（2015年3⽉3⽇）
4. 医療機関における⾵しん対策ガイドライン（2014年4

⽉1⽇更新）
5. 職場における⾵しん対策ガイドライン（2014年4⽉1

⽇更新）
⾚字は改訂作業中

11

2⽉4⽇は“⾵疹（ゼロ）の⽇”―『“⾵疹ゼロ”プロジェクト』―を進めましょう

⾵疹にご注意︕
わが国では⾵疹流⾏のリスクは

いまだに消えていません︕
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Based on data received 2018-01 - Data Source: IVB Database - This is surveillance data, hence for the last month, the data may be incomplete.

WHO地域別の⾵疹患者報告数(2015-2017年)

WHO

⾵疹の報告数が多い国（2016年）︓トップ20
WHOホームページより

国名 2016年
インド 8274
中国 4535

インドネシア 1238
スーダン 996

南アフリカ共和国 819
ネパール 656
パキスタン 648
ナイジェリア 503

ベトナム 413
ケニア 331

国名 2016年
ギニア 289

ウガンダ 289
トーゴ 276

コンゴ⺠主共和国 204
マダカスカル 204

コートジボワール 192
エチオピア 184
フィリピン 179

バングラデシュ 165
ウクライナ 150

14

Rubella cases: WPR
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Top 10 countries (last 12 M)

label RCV in RI Cases % of Total

China 2008 1476 70

Philippines 2010 423 20

Malaysia 1998 103 5

Viet Nam 2015 73 3

Mongolia 2009 10 0

Lao People's 
Democratic 

Republic
2012 7 0

Cambodia 2013 5 0

Japan 1989 5 0

Fiji 1995 3 0

Singapore 1990 3 0

Others ‐ 1 0

Based on data received 2018-01 Data Source: IVB Database. RCV in RI: Rubella-containing vaccine in Routine Immunization.
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⾵疹ウイルス分離・検出報告数

︓ワクチン株
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⿇
疹
・
⾵
疹
患
者
報
告
数
︵
⼈
︶

全数報告開始以降の⿇疹・⾵疹・先天性⾵疹症候群患者報告数の推移
2008年第1週〜2017年第47週（感染症発⽣動向調査︓2017年11⽉29⽇現在報告数）

先
天
性
⾵
疹
患
者
報
告
数
︵
⼈
︶

2008 2009              2010            2011             2012             2013           2014            2015              2016    2017.47w
11,013  732 447 439 283 229 462 35 165             189
294 147 87 378 2,386            14,344        319              163                125             83
0 2 0 1 4 32 9 0 0                 0

年
⿇疹報告数
⾵疹報告数
CRS報告数

⿇疹 ⾵疹

先天性⾵疹
症候群

2012〜2013年
18⼈の⾵疹脳炎
77⼈の
⾎⼩板減少性紫斑病

21 22

男性(n＝10,985) ⼥性(n=3,372)

男⼥別年齢別予防接種歴別⾵疹患者報告数
（2013年感染症発⽣動向調査より）

⾵
疹
患
者
報
告
数
︵
⼈
︶

年齢（歳） 年齢（歳）

米国CDCホームページより

⽇本の⾵疹

2013年6⽉19⽇

⾵疹ワクチン接種や、過去の⾵疹罹患によって、
⾵疹の予防ができていない妊婦は、
この流⾏期間中は⽇本に渡航するのを避けるべきである。
これは特に妊娠20週までの妊婦で重要︕︕

年齢群別感染源・感染経路
（不明、未記⼊を除く、⼀部重複あり）

0〜5歳 6〜12歳13〜19歳 20〜59歳 60歳以上
第1位 ⽗ ⽗ 友⼈・知⼈ 職場 ⼦ども
第2位 保育所 兄 学校 友⼈/知⼈ 職場
第3位 ⺟ 姉 兄 ⼦ども 夫・孫
第4位 友⼈・知⼈ 学校 ⽗ 夫 施設

第5位 家族（詳細不明）弟 職場 通勤・電⾞ 電⾞・妻

（感染症発⽣動向調査より） 24

24
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2013年に報告された⾵疹（男性）
感染原因・感染経路（重複あり）

20〜60歳の男性⾵疹患者（9,862例＊）中、
感染原因・感染経路に記載があった1,761例で、

•職場関連︓1,207例（68.5％）
–同僚からの感染︓484例（40.1％）
–職場で⾵しん患者と接触︓237例（19.6％）
–職場で⾵しんが流⾏︓127例（10.5％）

25

*2013年1⽉〜12⽉28⽇に感染症発⽣動向調査に報告された患者数

2013年に報告された⾵疹（⼥性）
感染原因・感染経路（重複あり）

20〜60歳の⼥性⾵しん患者(2,515例＊)中、妊婦が25例（1.0％）
感染原因・感染経路に記載があった588例で、

• 職場関連︓207例（35.2％）
–同僚からの感染︓71例（34.3％）
–職場で⾵しん患者と接触︓37例（17.9％）
–職場で⾵しんが流⾏︓24例（11.6％）

• 家族︓197例（33.5％）
–夫︓87例（44.2％）
–⼦ども:55例（27.9％）

26

*2013年1⽉〜12⽉28⽇に感染症発⽣動向調査に報告された患者数

図３ ⾵疹含有ワクチンの定期予防接種制度と年齢の関係（平成29（2017）年10⽉1⽇時点）

⼀回も接種していない

中学⽣の時に
学校で集団接種(1回)

中学⽣の
時に医療
機関で個
別接種
(1回)

幼
児
期
に
個
別
接
種(

1
回)

2
回
個
別
接
種

1歳 50
歳

40
歳

30
歳

20
歳

〜〜

男
性

⼥
性

55歳9か⽉
1962年4⽉2⽇⽣

38歳9か⽉
1979年4⽉2⽇⽣

30歳3か⽉
1987年10⽉2⽇⽣

27歳9か⽉
1990年4⽉2⽇⽣

38歳9か⽉以上の男性と
55歳9か⽉以上の⼥性は接種の機会なし

1
回
個
別
接
種

⼩学校⼊学

⾵疹含有ワクチンの定期予防接種制度と年齢の関係
（平成30（2018）年1⽉1⽇時点）

⾵疹含有ワクチン実施率の推移
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⽇本ワクチン産業協会発⾏「ワクチンの基礎」より作図

28
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⾵
疹
含
有
ワ
ク
チ
ン
実
施
率
・
接
種
率
︵
％
︶

⾵疹含有ワクチン接種率の推移
（厚⽣労働省、国⽴感染症研究所感染症疫学センター調査）

29
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都道府県別接種率2016年度

⼤阪府市町村別第1期接種率2016年度 ⼤阪府市町村別第2期接種率2016年度
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33

2回接種

1回接種

接種歴
不明

罹患

未
接
種
未
罹
患

未
接
種
未
罹
患

2回接種

1回接種

接種歴
不明

罹患

年齢別⾵疹抗体保有状況、2015年度感染症流⾏予測調査より
2回接種世代

2回接種世代と⾔っても、受けていない⼈は多くいる

20代後半〜50代前
半の男性の感受性者
は30代後半〜50代

前半に残存

20代後半〜50代前
半の男性の感受性者
は30代後半〜50代

に残存

2〜19歳の感受性
者減少

2〜19歳の
感受性者減少

2006年度 2016年度

年齢/年齢群別⾵疹抗体保有状況、2006年度と2016年度の⽐較 感染症流⾏予測調査事業より

10年

1回のみ⾵疹含有ワクチン接種歴のある⼈の⾵疹HI抗体保有状況 35

4.84％陰性（2014年度）

4.30％陰性（2013年度）︓流⾏直後

5.28％陰性（2011年度）
4.97％陰性（2010年度）

6.29％陰性（2012年度）︓流⾏直前

5.04％陰性（2015年度）

報告された先天性⾵しん症候群の概要（2012〜2014年第41週 感染症発⽣動向調査より）http://www.nih.go.jp/niid/ja/rubella-m-111/700-idsc/3975-rubella-crs-
20130918.html

（感染症発⽣動向調査より）

36

なし
36%

不明
44%

あり
20%

母親の

風疹含有ワクチン接種歴

あり
69%

不明
22%

なし
9%

母親の

妊娠中の風疹罹患歴

Ｎ=45

年 ワクチンの種類 年 ワクチンの種類
平成元年 MMR 13歳 ⾵しん単抗原
平成3年 MMR 平成19年 ⾵しん単抗原
平成4年 MMR 平成21年 種類不明
平成10年 ⾵しん単抗原 不明 種類不明
平成12年 ⾵しん単抗原
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37

推定感染地域別⾵疹患者報告数
2017年第1〜52週 (n=93) （感染症発⽣動向調査より）

フィリピン/国内

インドネシア

モロッコ/国内

インド

患
者
報
告
数

フ
␽
リ
ピ
ン
で
⾵
疹
が
流
⾏
し
て

い
る
と
の
情
報
有
り
︒
要
注
意
︒タイ

インドネシア

フィリピンフィリピン

インドネシアインドネシア

フィリピンフィリピン

イタリア/スイス/国内

ドイツ

国外/国内

渡航前・職場の⾵疹対策
•⾵疹に対する免疫を保有しておいて欲しい職種
–医療関係者
–保育関係者
–教育関係者
–多数の⼈と接触する職場に勤務する⼈
–海外から渡航する⼈々と接触が多い職場に勤務する⼈
– 事前にリスト（記録に基づくワクチン接種歴と罹患歴）を作っておくといざと

いうときに役⽴ちます︕︕
– 明⽇患者さんが発⽣した時にすぐ使えるように・・・

39

• 妊娠を希望する⼥性
• 抗体を保有しない妊婦の家族等

– 昭和37年度から平成元年度に出⽣し
た男性

– 昭和54年度から平成元年度に出⽣し
た⼥性

– 特に、昭和62年度から平成元年度に
出⽣した⼥性は抗体保有率が低い

• 医療関係者
• 児童福祉施設等の職員
• 学校等の職員
• 海外に渡航する者

• 妊娠中の妊婦健康診査において
⾵疹の抗体検査の結果が陰性⼜
は低抗体価と確認された者（産じ
ょく早期に接種）

• 業務により海外に渡航する者
• 昭和37年度から平成元年度に出

⽣した男性の従業員
• 昭和54年度から平成元年度に出

⽣した⼥性の従業員
• 学校の児童⽣徒等
• 医療・福祉・教育に係る⼤学及び

専修学校の学⽣及び⽣徒

予防接種法に基づかない予防接種の推奨
下記の内、罹患歴、予防接種歴のいずれも確認できない者

⾵しんに関する特定感染症予防指針より引⽤抜粋
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―2018年2⽉“⾵疹ゼロ”プロジェクト―
１．海外にでかけるなら⾵疹の予防と万全の対策を︕

２．海外から帰国後の体調異変はもしかしたら⾵疹かも︕診察をうけてから職場へ
【海外から家庭や職場へ⾵疹が持ちこまれて流⾏の要因となっています。渡航の際
は万全の⾵疹予防対策，また帰国後は⾵疹発症リスクに対する適切な対応策を
とってください。】

３．30〜50代の男性は⾵疹に対する抗体を持たない⼈が多く、ぜひＭＲワクチンを
接種してください（かかりつけ医，職場健康相談で尋ねてください）

４．妊娠を考えているおふたりへ
⾵疹対策は⼤丈夫ですか︖ 予防接種は妊娠前に忘れずに︕
【妊娠20週頃まで（主に妊娠初期）に⾵疹ウイルスに感染すると胎児が先天性
⾵疹症候群になるおそれが⽣じます】
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使⽤するワクチンは⿇疹⾵疹混合ワクチン
ここに⾵しんを⼊れてもらえないか相談中

2月4日は風（ふ－）疹（しん）（ゼロ）の日
麻疹とともに風疹予防をわすれないで

受けるワクチンは必ず⿇疹⾵疹混合（ＭＲ）ワクチンで︕︕

2⽉は
“⾵疹ゼロ”⽉間

⽇頃より、感染症発⽣動向調査、
感染症流⾏予測調査にご協⼒いた
だいている、関係者の皆様に感謝い
たします

2⽉4⽇は⾵疹（ゼロ）の⽇、⾵疹
ゼロプロジェクトを進めましょう︕
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